

















































































































番号 節 教材名 筆者 出典
(1) 31 t高保己ー {云 中山信名 好寄雑誌
(2) 34 宇治の龍燈 自嬰々 社某 自嬰々 筆語
(3) 36 大洲の大男 清水浜芭 遊浪漫録
(4) 37 肥溝 石原、正明 年々槌筆
(5) 39 煙草 本居官長 おもひ草
(6) 46 彰考男IJ館記 安藤年山 年山紀間
(7) 65 畠山重忠 伴I急践 関田文章
(8) 66 詩語 山本北山 作詩志殻
(9) 78 恥心 熊沢蕃山 集義和書
(10) 79 文章の盛設を論ず、 室鳩巣 駿台雑話
(11) 83 花の枝にたんざるつくる説 悶部真淵 文苑玉露
(12) 84 かちてかぶとの緒をしめよ 藤井高尚 浅瀬のしるべ
(13) 97 女の眉そり歯を染むる事 石原正明 年々随筆
(14) 98 二子金帖の解 沢田東江 東江書話
(15) 104 応唯の声 本居官長 玉勝間
(16) 107 古事記の言1 石原正明 年々槌筆
(17) 109 山崎橋興廃の考 屋代輪j也 山城名勝志
(18) 111 あさがほの考 小山田与清 擁書j量筆
...~ . 円， . ，---. 
番号 節 教材名 筆者 出典
(1) 28 徳JI吉宗 成島東岳 有徳院御実記
(2) 29 仙台黄門政宗 成島東岳 大献院御実記附録
(3) 30 ニj甫為陵 成島東岳 有徳院御実記附録
(4) 31 吉克斯畢 中村敬宇 西国立志編
(5) 38 大井川 林羅山 丙辰紀行
(6) 47 技芸教育新書の端出 井上梧陰 梧陰存稿
(7) 48 津田仙君の者書に題す 井上梧陰 梧陰存稿
(8) 49 袖の雫 成島柳北 柳北全集
(9) 74 抄録 吉田令世 声文私冨
(10) 75 微を棲む 問自動 本与録
(11) 76 誠 荻生祖徳 護国談余
(12) 77 治畏 紀平j州 B嬰鳴館遺草
(13) 78 人民は法度の本 中村敬宇 西国立志編
(14) 79 冨政は人民の光の返照 中村敬字 西国立志編
(15) 80 志願する所のものは必ず得べし 中村敬宇 西国立志編
(16) 81 少時の敏鈍を以ては将来をトし難し 中村敬字 話国立志編





























































































































ている。実際に f西国立志編iを出典とする追加教材 (4)(13) (14) (15) (16)における助動




















































































































一友田笠間の教科書を手がかりに-Jr読書科学J56 (3・4)，日本読書学会， pp.101-112 
国立国会図書館 (2013a)1近代日本人の肖像小中村清矩」













( 1 ) 山本 (1965)，p.330 
( 2 )滑JI (1977)， p.2020 
( 3 ) 甲斐 (2008)，pp.251-2520 
( 4 ) 同上， pp. 252 -2540 






( 6 ) 明治32年までに検定を通過した中学校作文教科書としては，ほかに稲垣千穎(明治15)r本
戦文範』を数えるのみである。
(7 ) 山本 (1965)，p.7510 
( 8 ) 八木 (2007)，p.26。
( 9 ) 樺島-寿岳 (1965)，p.90 
(10) 向上， p.140 























(17) 岡本(1980)，p. 560 
(18) 向上。
(19) .問上， pp.58-590 
(20) 向上， p.600 
('21) 向上， p.610 
(22) 向上， p'.630 
(23) 向上。
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(24) 向上， p.630 


















(28) 小中村(明治30)巻 8，p.300 
(29) 向上。






(32) 甲斐 (2008)，pp. 252 -2530 
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